














要約:現在の中学 3年生の体格を 14 年前のそれと比べると、男子では身長・体重とも、女

子では体重が増加して、共に肥満度は増加したが、皮脂厚に有意差はない。身長の最大発

育時期は男子で早まっている。血圧や Tch はむしろ低下している。栄養摂取量で 14 年前

と有意差があったのは男子でP/S 比のみだが、女子では総熱量、蛋白質、脂肪であり、低

下した。ふえたのは間食や牛乳など飲み物で身長や性発育のほぼ終了した女子のダイエッ

ト志向、軽食化などと Tch の変化との関係が示唆された。


